
(57)【要約】

【課題】本発明は、スリップリングに回転角度検出器を

取付けることにより、省配線化及び省スペース化を得る

ことを目的とする。

【解決手段】本発明による回転角度検出器付スリップリ

ングは、スリップリング体（４）の外周位置に回転角度

検出器（５０）を設けることにより、従来構成に比べる

と、省スペース及び省配線化を得ることができる構成で

ある。

【選択図】　　　　図２

JP 2004-246768 A 2004.9.2



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
固 定 部 材 （ ３ ） に 設 け ら れ 第 １ 信 号 線 （ ２ ） を 有 す る 固 定 体 （ １ ） と 、 前 記 固 定 部 材 （ ３
） に 設 け ら れ た ス リ ッ プ リ ン グ 体 （ ４ ） と 、 前 記 ス リ ッ プ リ ン グ 体 （ ４ ） の 回 転 板 （ １ ａ
） に 設 け ら れ 第 ２ 信 号 線 （ ５ ） を 有 す る 回 転 体 （ ６ ） と 、 前 記 固 定 部 材 （ ３ ） に 設 け ら れ
た 回 転 角 度 検 出 器 （ ５ ０ ） と 、 前 記 回 転 角 度 検 出 器 （ ５ ０ ） に 設 け ら れ 前 記 回 転 体 （ ６ ）
に 接 続 さ れ た 検 出 器 用 ロ ー タ （ ５ ０ ｂ ） と を 備 え 、 前 記 回 転 体 （ ６ ） の 第 ２ 信 号 線 （ ５ ）
の 信 号 は 、 前 記 ス リ ッ プ リ ン グ 体 （ ４ ） を 介 し て 前 記 固 定 体 （ １ ） の 第 １ 信 号 線 （ ２ ） に
伝 達 さ れ 、 前 記 回 転 体 （ ６ ） の 回 転 角 度 は 、 前 記 回 転 角 度 検 出 器 （ ５ ０ ） に よ っ て 検 出 さ
れ る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 回 転 角 度 検 出 器 付 ス リ ッ プ リ ン グ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 回 転 角 度 検 出 器 （ ５ ０ ） は 、 レ ゾ ル バ 、 エ ン コ ー ダ の 何 れ か よ り な る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 記 載 の 回 転 角 度 検 出 器 付 ス リ ッ プ リ ン グ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 回 転 角 度 検 出 器 付 ス リ ッ プ リ ン グ に 関 し 、 特 に 、 ス リ ッ プ リ ン グ 体 に 接 続 さ れ
信 号 線 を 有 す る 回 転 体 の 回 転 角 度 を 同 時 に 検 出 で き る よ う に す る た め の 新 規 な 改 良 に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 用 い ら れ て い た こ の 種 の ス リ ッ プ リ ン グ と し て は 、 一 般 に 、 図 ３ で 示 さ れ る 構 成 が
採 用 さ れ て い た 。
す な わ ち 、 図 ３ に お い て 符 号 １ で 示 さ れ る も の は 第 １ 信 号 線 ２ を 有 す る 固 定 体 で あ り 、 こ
の 固 定 体 １ は 図 示 し な い 装 置 等 の 固 定 部 材 ３ に 固 定 さ れ て い る 。
前 記 固 定 部 材 ３ に は 、 図 示 し な い 周 知 の 接 触 片 と プ リ ン ト パ タ ー ン と の 組 合 せ 等 か ら な る
ス リ ッ プ リ ン グ 体 ４ が 設 け ら れ 、 こ の ス リ ッ プ リ ン グ 体 ４ に は 第 ２ 信 号 線 ５ を 有 す る 回 転
体 ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 っ て 、 回 転 体 ６ の 第 ２ 信 号 線 ５ と 第 １ 固 定 体 １ の 第 １ 信 号 線 ２ と の 間 の 信 号 の 伝 達 は 、
ス リ ッ プ リ ン グ 体 ４ の 複 数 チ ャ ン ネ ル の 前 記 接 触 片 と プ リ ン ト パ タ ー ン を 介 し て 、 前 記 回
転 体 ６ が 回 転 中 で あ っ て も 信 号 伝 達 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の ス リ ッ プ リ ン グ は 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い る た め 、 次 の よ う な 課 題 が 存 在 し て
い た 。
す な わ ち 、 前 述 の 回 転 体 の 回 転 角 度 は 、 こ の ス リ ッ プ リ ン グ と は 別 に 設 け た 回 転 検 出 器 を
ギ ヤ 等 で 連 動 さ せ な け れ ば な ら ず 、 航 空 機 等 の 装 置 に 取 付 け る 場 合 は 、 ス リ ッ プ リ ン グ と
回 転 検 出 器 の 両 方 を 設 け な け れ ば な ら な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 特 に 、 ス リ ッ プ リ ン グ 体
に 接 続 さ れ 信 号 線 を 有 す る 回 転 体 の 回 転 角 度 を 同 時 に 検 出 で き る よ う に し た 回 転 角 度 検 出
器 付 ス リ ッ プ リ ン グ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に よ る 回 転 角 度 検 出 器 付 ス リ ッ プ リ ン グ は 、 固 定 部 材 に 設 け ら れ 第 １ 信 号 線 を 有 す
る 固 定 体 と 、 前 記 固 定 部 材 に 設 け ら れ た ス リ ッ プ リ ン グ 体 と 、 前 記 ス リ ッ プ リ ン グ 体 の 回
転 板 に 設 け ら れ 第 ２ 信 号 線 を 有 す る 回 転 体 と 、 前 記 固 定 部 材 に 設 け ら れ た 回 転 角 度 検 出 器
と 、 前 記 回 転 角 度 検 出 器 に 設 け ら れ 前 記 回 転 体 に 接 続 さ れ た 検 出 器 用 ロ ー タ と を 備 え 、 前
記 回 転 体 の 第 ２ 信 号 線 の 信 号 は 、 前 記 ス リ ッ プ リ ン グ 体 を 介 し て 前 記 固 定 体 の 第 １ 信 号 線
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に 伝 達 さ れ 、 前 記 回 転 体 の 回 転 角 度 は 、 前 記 回 転 角 度 検 出 器 に よ っ て 検 出 さ れ る よ う に し
た 構 成 で あ り 、 ま た 、 前 記 回 転 角 度 検 出 器 は 、 レ ゾ ル バ 、 エ ン コ ー ダ の 何 れ か よ り な る 構
成 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 と 共 に 本 発 明 に よ る 回 転 角 度 検 出 器 付 ス リ ッ プ リ ン グ の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ
い て 説 明 す る 。 尚 、 従 来 例 と 同 一 又 は 同 等 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し そ の 説 明 は 省 略 す る 。
図 １ 及 び 図 ２ に お い て 符 号 １ で 示 さ れ る も の は 第 １ 信 号 線 ２ を 有 す る 固 定 体 で あ り 、 こ の
固 定 体 １ は 図 示 し な い 装 置 等 の 固 定 部 材 ３ の 一 面 ３ ａ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 固 定 部 材 ３ の 他 面 ３ ｂ に は 、 回 転 板 ４ ａ と 固 定 板 ４ ｂ と か ら な る ス リ ッ プ リ ン グ 体 ４
が 設 け ら れ 、 前 記 固 定 板 ４ ｂ は 前 記 固 定 板 ４ ｂ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
前 記 固 定 板 ４ ｂ と 回 転 板 ４ ａ は 、 周 知 の 接 触 片 と プ リ ン ト パ タ ー ン と の 組 合 せ 等 か ら な り
、 こ の 回 転 板 ４ ａ に は 第 ２ 信 号 線 ５ を 有 す る 回 転 体 ６ が 設 け ら れ て い る 。
従 っ て 、 回 転 体 ６ の 第 ２ 信 号 線 ５ と 第 １ 固 定 体 １ の 第 １ 信 号 線 ２ と の 間 の 信 号 の 伝 達 は 、
ス リ ッ プ リ ン グ 体 ４ の 複 数 チ ャ ン ネ ル の 前 記 接 触 片 と プ リ ン ト パ タ ー ン を 介 し て 、 前 記 回
転 体 ６ が 回 転 中 で あ っ て も 信 号 伝 達 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 固 定 部 材 ３ に は 、 回 転 角 度 検 出 器 ５ ０ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 回 転 角 度 検 出 器 ５ ０ の
検 出 器 用 固 定 体 ５ ０ ａ は 前 記 固 定 部 材 ３ に 固 定 さ れ 、 こ の 回 転 角 度 検 出 器 ５ ０ の 検 出 器 用
ロ ー タ ５ ０ ｂ は 前 記 回 転 体 ６ の 外 周 に 設 け ら れ て い る 。 従 っ て 、 ス リ ッ プ リ ン グ 体 ４ と 回
転 角 度 検 出 器 ５ ０ は 互 い に そ の 内 部 で 配 線 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 回 転 角 度 検 出 器 ５ ０ は 、 周 知 の レ ゾ ル バ を 用 い た 場 合 を 示 し て お り 、 周 知 の ス テ ー タ
と ロ ー タ が 検 出 器 用 固 定 体 ５ ０ ａ と 検 出 器 用 ロ ー タ ５ ０ ｂ と し て 用 い ら れ て い る が 、 例 え
ば 、 周 知 の 光 学 式 エ ン コ ー ダ の 回 転 符 号 板 と 光 を 用 い た 受 発 光 部 を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ る 回 転 角 度 検 出 器 付 ス リ ッ プ リ ン グ は 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い る た め 、 次
の よ う な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
す な わ ち 、 ス リ ッ プ リ ン グ に 回 転 角 度 検 出 器 が 設 け ら れ て い る た め 、 回 転 角 度 を 同 時 に 検
出 す る こ と が で き 、 従 来 構 成 に 比 べ る と 、 省 ス ペ ー ス 及 び 省 配 線 化 を 達 成 す る こ と が で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 回 転 角 度 検 出 器 付 ス リ ッ プ リ ン グ を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 要 部 の 拡 大 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 構 成 の 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 固 定 体
２ 　 　 第 １ 信 号 線
３ 　 　 固 定 部 材
４ 　 　 ス リ ッ プ リ ン グ 体
５ 　 　 第 ２ 信 号 線
６ 　 　 回 転 体
５ ０ 　 　 回 転 角 度 検 出 器
５ ０ ｂ 　 　 検 出 器 用 ロ ー タ

10

20

30

40

(3) JP 2004-246768 A 2004.9.2



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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